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「Artistson Artworkswith FM Assistive
ListeningDevices」は，毎月一度金曜日の午後に，
メトロポリタン美術館の収蔵品についての解説を作
者がおこなうものである。45名限定であり，会場
であるギャラリー534で30分前に整理券が分配され
る。上記の3つのプログラムは，無料で参加する
ことができ，予約は不要である。個人での来館者の
み参加可能であり，グループでの参加は不可である。
次に「ShortCourse-MakingTapestriesinthe
Renaissance」は，メトロポリタン美術館の専門家
とともにタペストリーを制作し，「PieterCoecke
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vanAslstandRenaissanceTapestry」という展
示と共同で事業をおこなうというものである。この
プログラムは，メトロポリタン美術館の美術室や
RuthandHaroldD.Urisセンター（児童や生徒，
教師，学生などが博物館での体験をおこなうために
設置された教育普及活動をおこなう施設）でおこな
われている。料金は150ドルであり，制作スペース
に制限があるため，予約が必要である。詳細は，メ
トロポリタン美術館のホームページ及び電話で確認
することができる。
聴覚障害のある来館者に対しては，「MetSigns
ToursinASL」と呼ばれるプログラムがある。こ
れは，展示作品の解説をおこなうプログラムである
が，通訳には手話が使用され，音声は用いない。こ
のプログラムは，無料で参加することができ，予約
は不要である。
「MetSignsintheStudioinASL」は，絵画な
どの美術作品を制作するワークショップである。通
訳には手話が使用され，音声は用いない。メトロポ
リタン美術館のRuthandHaroldD.Urisセンター
でおこなわれている。このプログラムは，予約が必
要であるが，無料で参加することができる。
「AnEveningofArt&ASL」は，展示作品の
解説をおこなうプログラムであるが，通訳には手話
が使用され，音声は用いない。「Galerytalk」の
手話での解説についての案内は，メトロポリタン美
術館のホームページ上のカレンダー及びメールで確
認することができる。上記の3つのプログラムは，
個人での参加のみ受け付けており，団体での参加は
不可である。プログラム中に手話をおこなうのは，
聴覚障害のある者である。このプログラムや手話に
ついての意見があれば，電話やメールで相談するこ
とができる。
（5）知的・発達障害のある来館者への配慮について
自閉症スペクトラム障害や学習障害などの発達障
害のある来館者に対して，「Discoveries」と呼ばれ
るプログラムをおこなっている。このプログラムは，
常設展示や特別展示を少人数のグループでまわり，
鑑賞するもので，障害特性に合った鑑賞方法が取り
入れられている。少人数のグループの中には学芸員
やエデュケーターが入り，ともに鑑賞したり，作品
についての説明をおこなったりする。展示物をさわっ
て手の感覚で感じたり，展示物について話したり，
鑑賞後にスケッチやロールプレイングをしたりする
ものである。このプログラムの日程は，「Access
Calendar」で確認することができる。プログラム
の詳細は，メトロポリタン美術館のホームページ上
で閲覧することができる。参加は無料だが，場所に
制限があるため，予約が必要である。
このプログラムの特徴は，発達障害児者が家族や
友人とともにプログラムに参加することができる点
である。家族や友人とともに参加することによって，
発達障害児者の緊張が和らぎ，初対面の学芸員やエ
デュケーターとも会話することができるような環境
となっている。次に，学芸員やエデュケーターとの
対話を通して，発達障害児者の展示作品への理解が
促され，展示作品について質問する環境が整ってい
る点である。これらの工夫によって，発達障害児者
は展示作品をみるだけでは知ることのできない作品
の背景や歴史を知り，発達障害児者が能動的に展示
にかかわる機会となるといえよう。
メトロポリタン美術館では，障害のある人の団体
に対しても，生涯学習の機会を保障している。美術
館を訪れる障害のある人の団体に対して，その団体
の必要とする内容や目的，料金を考慮したプログラ
ムを作成している。また，障害や体調が理由で美術
館に訪れることができないニューヨーク在住の学校
や機構に所属する人に対し，エデュケーターが美術
館から学校や機構へ出向くといったプログラムを提
案している。特別支援学校や特別支援学級に対して
は，障害について専門的に学んだボランティアが美
術館での鑑賞の支援をおこなっている。学校団体が
美術館での鑑賞を希望する際には，メトロポリタン
美術館のホームページまたは電話で申し込むことが
でき，事前に学校側の希望を伝えることを美術館が
推奨している。
（6）その他のプログラムについて
メトロポリタン美術館では，認知症患者を対象に，
「MetEscapes」と呼ばれるプログラムがおこなわ
れている。これは，認知症患者が，学芸員との対話
や絵画制作などの活動をおこなうものである。この
プログラムは，予約が必要であるが，無料で参加す
ることができる。また，認知症患者の介助者を対象
に，「Sights&ScentsatTheCloistersMuseum
andGardens」と呼ばれるプログラムがおこなわ
れており，メトロポリタン美術館の展示や庭園を無
博物館において障害児者の生涯学習の機会を保障するための合理的配慮のあり方
―85―
料でみてまわることのできるものである。予約やこ
のプログラムについての案内は，電話やメールで得
ることができる。
Ⅳ．まとめ
本視察の結果を踏まえ，障害児者に対する特色あ
る配慮の現状と障害のある来館者への情報保障とい
う観点から，以下の2つの視点で障害のある来館
者，とりわけ知的・発達障害のある来館者への合理
的配慮のあり方を述べる。
（1）視覚以外のさまざまな鑑賞方法について
今回視察をおこなった博物館では，視覚以外にも
さまざまな感覚を使用した鑑賞方法がとられていた。
さわることを鑑賞方法の一つとしている博物館や，
視覚障害や聴覚障害，知的・発達障害などのそれぞ
れの障害種別に，音声ガイドや学芸員のギャラリー
トークをおこなう博物館がみられた。障害児者の興
味関心の拡充には，物的な配慮の必要性に加え，展
示の解説を望む人，落ち着いた環境での鑑賞を望む
人，展示に関するワークショップなどの人とのかか
わりの中で展示を楽しむことを望む人など，さまざ
まなニーズがあることが考えられる。今回視察をお
こなった博物館では，来館者の特性を考慮したさま
ざまな鑑賞方法の選択肢を用意している。
しかしながら，提供する鑑賞方法によって，学芸
員が来館者に体験してほしいと願う内容には博物館
ごとに差異がみられた。吹田市立博物館では，「さ
わる」ことによって，来館者がモノの歴史や背景を
知り，複合的な情報や感動を得ることを目的として
いた。国立民族学博物館では，展示物をさわること
で，モノの「形状，質感，機能」を知ることができ
るとし，来館者がモノと対話することが重要である
とされていた。メトロポリタン美術館では，学芸員
やエデュケーターが来館者とともに展示を鑑賞し，
来館者が学芸員に展示作品について質問したり，解
説を受けたりすることで展示物への理解が促されて
いった。3館に共通するのは，実物をみる，実物に
さわるといった，来館者とモノとの直接のかかわり
があることである。たとえば，視覚障害児者にとっ
て，他者がみた絵画を説明されることでは十分に鑑
賞したとはいえない。そのような場合に用意されて
いるのが，3館ともにそれぞれ発行している「絵画
を触図化し立体的に示した本」である。これは，特
別展示の展示物や世界的に価値のある絵画などが無
色透明な紫外線硬化樹脂インクの点字や立体触図を
用いて立体的に描かれ，必要に応じて絵画の細部を
拡大して示してある本である。この本は，視覚障害
のある来館者の絵画の鑑賞に有効であるといえるが，
値段の高さから数多くの冊子を用意することができ
ないのが現状である。
また，展示物を「さわる」といった行為をおこな
う背景や理由にもさまざまあることが考えられる。
みることで鑑賞できるならばさわらなくてもよいと
する（数ある鑑賞方法の選択肢の一つである）のか，
さわるからこそわかることがあるといった考えによ
り，さわることのできる展示物はすべてさわる（さ
わることでしか得られないものがある）べきなのか
といったスタンスの違いによっても，学芸員が博物
館に用意する資料の種類が異なってくるであろう。
国立民族学博物館とメトロポリタン美術館で異な
るのは，作品を鑑賞する際に，モノと来館者の 1
対1の対話であるか，モノと来館者，学芸員の3
者による対話であるかの違いである。後者の鑑賞方
法をとる際には，学芸員の感覚が来館者への押し付
けにならないように配慮する必要があるといえる。
そして，さまざまなニーズのある来館者が，そのと
きどきによって鑑賞方法を選択できることが理想的
であろう。また，従来博物館は「静かな場所，暗い
感じ，日常生活から隔離された場所」（駒見，
2003）といった印象があることがいわれてきてい
たが，静かな博物館がすべてではなく，作品につい
ての会話がしやすい雰囲気もまた重要であると考え
られる。
（2）日米での障害のある来館者に対する配慮の違い
日米の博物館でおこなわれている障害のある来館
者に対する配慮の違いとして，日本でとられている
鑑賞方法は，視覚障害，聴覚障害，知的・発達障害
などの障害種をわけることなく，すべての来館者を
対象としておこなわれていた。一方で，メトロポリ
タン美術館でおこなわれている鑑賞方法は，視覚障
害，聴覚障害，知的・発達障害など，障害種や来館
者の特性によっておこなう展示方法を明確にわけ，
鑑賞方法がさまざまあることを来館者にわかるかた
ちで明示していた。これらの違いの背景には，日本
が2014年に批准した「障害者の権利に関する条約」
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があるように，日本で障害児者に対する合理的配慮
が考えられ始めたのが最近であること，日本の博物
館とメトロポリタン美術館の来館者数の違いなどが
あると考えられる。また，日本とアメリカでは文化
的，社会的背景が異なり，アメリカでは障害がある
ことを多様性の一つとして考えているために，障害
児者が公共施設を利用したり生涯学習の機会に参画
したりしやすい雰囲気や社会の理解があることが考
えられる。さらに，アメリカには博物館のアクセシ
ビリティや障害のある来館者の対応を専門とし，博
物館の教育普及活動をおこなう役職としてエデュケー
ターが存在する。エデュケーターは，展示を企画立
案することはなく，教育プログラムを提案すること
が専門である。さらに，学芸員とエデュケーターは
対等な立場で博物館運営にかかわり，それぞれが専
門性を発揮することができる環境となっている。一
方で日本は，学芸員が展示の企画立案や実行，教育
プログラムの実施のすべてを担っているのが現状で
ある。アメリカと日本では，教育普及活動の企画や
運営，広報にかけることのできる人員や時間に差が
生じている。これらのことから，子どもや障害のあ
る人など，自ら博物館に訪れにくいと考えられる人々
に対する必要な配慮をおこなうまでに至っていない
という現状があるといえよう。
しかしながら，日米がそれぞれおこなう配慮に是
非はつけられない。日本の博物館では，障害種によっ
て対象をわけた鑑賞の機会は設けられていなかった
が，日本で障害があることをカミングアウトするこ
とによって受けられる配慮の量や質との兼ね合いを
考えると，対象者がわかれていることによって，さ
まざまある鑑賞の機会に参加しにくいこともあると
考えられる。日本のように対象者が限定されていな
ければ，だれもがさまざまな展示を楽しむことがで
きるともいえよう。
ただ，日本で先進的な鑑賞方法の取り組みをおこ
なっている博物館でさえも，障害のある来館者への
鑑賞の際の配慮や情報保障のあり方としては，主と
して視覚障害のみしか想定されておらず，アメリカ
のように知的・発達障害児者を対象とした鑑賞の機
会はほとんど検討されていない。発達障害児者の中
には，特定の領域について深い興味があり，深い知
識欲をもっている者もいる。とりわけ発達障害児者
にとっては，学校での学習に満足できず，専門的な
学びや楽しみが得られる博物館が，彼らの興味関心
を満たす場ともなりうる。そのような観点から，博
物館は，彼らの興味関心を満たす場となりうる鑑賞
方法や取り組みを検討する必要もあるといえる。
さらに，さわる展示などの特色のある展示をおこ
なっていなくとも，来館者が必要のある際に博物館
側に申し出ることで，必要な配慮を受けることが可
能となることは現状として期待される。
メトロポリタン美術館での取り組みは，さまざま
な障害種への科学的な理解が博物館側や来館者の中
に進んでいるからこそ可能になると考えられる。さ
らに，障害のある来館者に対して，来館者側の意見
や要望をたずねる機会を積極的に設けている。この
点は，日本でも生かすべき点であると考えられる。
日本では，博物館学芸員が障害児者の特性を把握し
きれておらず，具体的にどのような配慮をすればよ
いのかがわからない者も多く，それを知る場が少な
いこともいわれている。研修などで障害についての
科学的な理解を得，障害児者にとって生涯学習や余
暇といった観点から配慮がおこなわれることはあた
り前のこととして対応を考え，個々の来館者にあっ
た鑑賞方法を今後熟考していくことが，日本におけ
る課題といえるだろう。
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